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第
一
回
大
山
街
道
ウ
ォ
ー
ク

　

平
成
27
年
10
月
21
日
（
水
）
大
山
街
道
歩
き
が
ス
タ
ー

ト
す
る
。
出
口
が
一
番
多
い
の
で
は
と
思
う
永
田
町
の
待

ち
合
わ
せ
。
五
番
出
口
が
一
番
わ
か
り
や
す
い
と
十
三
名

が
集
う
。

　

赤
坂
交
差
点
の
近
く
に
赤
坂
御
門
跡
の
石
垣
を
バ
ッ
ク

に
記
念
写
真
を
撮
り
ウ
ォ
ー
ク
は
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

弁
慶
橋
を
見
て246

号
線
沿
い
に
歩
き
豊
川
稲
荷
東
京

別
院
を
お
参
り
す
る
。

　

少
し
戻
り
本
線
か
ら
外
れ
て
牛
鳴
坂
を
歩
く
、
急
で
滑

り
や
す
坂
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

本
道
に
戻
り
、
高
橋
是
清
翁
記
念
公
園
に
入
る
。

　

奥
に
高
橋
翁
の
銅
像
を
見
て
、
領
主
青
山
家
12
代
の
墓

石
が
あ
る
梅
窓
院
に
入
る
。

　

都
会
の
真
ん
中
に
竹
藪
で
区
切
ら
れ
た
当
院
に
は
煙
草

会
社
、
岩
谷
松
平
の
特
大
の
墓
石
が
あ
る
。

　　

外
苑
前
交
差
点
に
大
山
道
の
新
し
い
道
標
を
見
る
。
さ

ら
に
進
む
と
長
野
善
光
寺
の
分
身
を
祀
っ
た
善
光
寺
が
あ

る
。

　

青
山
学
院
大
学
の
前
を
過
ぎ
左
折
し
て
六
本
木
通
り
を

渡
っ
て
、
金
王
八
幡
宮
に
入
る
。
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こ
こ
は
渋
谷
の
発
祥
と
さ
れ
、
境
内
に
渋
谷
城
砦
の
石

が
あ
る
。
本
日
は
こ
こ
で
能
舞
台
の
前
の
ベ
ン
チ
で
昼
食

を
と
る
。

　
　

青
山
通
り
に
戻
り
、
宮

益
坂
を
下
り
、
御
嶽
神
社
を

眺
め
、
渋
谷
駅
を
い
つ
の
間

に
か
過
ぎ
て
、
道
玄
坂
の
碑
を
見
る
。

　

上
目
黒
大
坂
、
上
目
黒
氷
川
神
社
の
大
山
街
道
標
識
を

確
認
す
る
。

　

広
い
道
路
を
渡
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
に
乗
り
、
池
尻
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
上
の
目
黒
天
空
庭
園
を
見
学
す
る
。

　

広
い
庭
園
を
上
ま
で
登
り
、
図
書
館
前
か
ら
街
道
へ
戻

る
。

　

目
黒
川
大
橋
を
渡
り
、
両
岸
の
桜
に
季
節
を
思
う
。

　

池
尻
稲
荷
神
社
で
涸
れ
ず
の
井
戸
跡
を
見
て
、
三
軒
茶

屋
駅
ま
で
歩
き
、
こ
こ
で
解
散
す
る
。

「19694

歩
」
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第
二
回
大
山
街
道
ウ
ォ
ー
ク

　

平
成
28
年
１
月
20
日
（
水
）
先
月
延
期
し
た
街
道
歩
き

の
た
め
三
軒
茶
屋
に
集
合
す
る
。
登
戸
道
と
二
子
道
の
別

れ
道
に
大
山
道
の
道
標
が
建
っ
て
い
る
。
中
島
さ
ん
が
そ

こ
に
現
れ
て
か
ら
最
後
に
山
岸
さ
ん
が
到
着
し
て
ス
タ
ー

ト
す
る
。

　

世
田
谷
線
三
軒
茶
屋
駅
の
構
内
を
歩
い
て
、
青
目
不
動

尊
の
竹
園
山
教
学
院
最
勝
寺
を
訪
ね
る
。

　

街
道
に
戻
り
若
林
交
差
点
か
ら
環
七
通
り
沿
い
の
駒
留

八
幡
神
社
に
入
り
お
詣
り
す
る
。

　　

も
う
一
つ
の
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
と
常
盤
塚
の
碑
を
探
し

確
認
し
て
街
道
に
戻
る
。

　

次
は
世
田
谷
代
官
屋
敷
へ
と
歩
を
進
め
る
。
世
田
谷
領

の
代
官
を
務
め
た
大
場
家
住
宅
で
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
敷
地
内
に
郷
土
資
料
館
が
あ
り
、
ボ
ロ

市
の
歴
史
な
ど
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
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他
の
人
は
持
参
し
た
弁
当
を
そ
れ
ぞ
れ
食
べ
る
。
こ
こ
で

記
念
写
真
を
撮
り
、
元
の
入
口
ま
で
戻
り
公
苑
を
出
る
。

　

街
道
に
戻
り
、
用
賀
追
分
を
確
認
し
て
、
真
福
寺
の
境

内
に
入
り
、
延
命
地
蔵
を
見
て
、
二
四
六
号
と
環
八
の
大

き
な
瀬
田
交
差
点
の
横
断
歩
道
橋
を
渡
る
。

　

暫
く
街
道
を
歩
き
、
か
っ

て
蛇
崩
川
が
な
が
れ
て
い
た

と
こ
ろ
の
大
山
道
児
童
遊
園

に
あ
る
大
山
道
旅
人
の
像
を

見
て
、
馬
事
公
苑
へ
と
向
か

う
。
天
気
は
良
い
が
風
が
冷

た
い
。
広
い
公
苑
を
売
店
事

務
所
ま
で
行
き
、
こ
こ
で
昼

食
を
と
る
。
浅
見
さ
ん
が
暖
か
い
カ
レ
ー
を
注
文
す
る
。

　

瀬
田
地
区
の
行
善
寺
を
訪

れ
る
。
境
内
か
ら
の
眺
望
は

良
く
、「
行
善
寺
八
景
」
と

し
て
版
画
に
描
か
れ
て
い

る
。

　

坂
を
下
り
て
調
布
橋
道
標

を
見
て
、
二
子
玉
川
駅
を
過

ぎ
て
、
多
摩
川
を
望
み
、
二

子
の
渡
し
跡
を
見
て
、
二
子

橋
を
渡
る
。

　

二
子
神
社
で
岡
本
か
の
子
文
学
碑
を
見
て
、
岡
本
太
郎

の
像
に
納
得
す
る
。

　

光
明
寺
を
過
ぎ
て
、「
大
山
街
道
」
の
発
行
元
、
大
山

街
道
ふ
る
さ
と
館
に
入
り
、
暫
し
見
学
す
る
。

　

本
日
最
後
の
溝
口
神
社
を
お
詣
り
し
て
、
南
武
線
、
武

蔵
溝
ノ
口
駅
に
到
着
す
る
。
次
回
の
集
合
場
所
を
確
認
し

て
解
散
す
る
。

　

(20841

歩
）
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第
三
回
大
山
街
道
ウ
ォ
ー
ク

　

平
成
28
年
２
月
17
日
（
水
）
溝
の
口
駅
集
合
、
前
回
の

集
合
場
所
を
見
失
っ
た
の
か
十
時
二
十
分
に
な
っ
て
も
山

岸
さ
ん
、
杉
田
さ
ん
の
三
人
し
か
集
ま
ら
ず
、
中
島
さ
ん

に
電
話
し
て
や
っ
と
合
流
で
き
る
。

　

す
で
に
皆
さ
ん
集
合
し
て
い
た
。
街
道
は246

号
線
沿

い
で
は
あ
る
が
ほ
と
ん
ど246
号
線
は
歩
か
ず
、
ほ
ぼ
横

断
す
る
の
み
で
し
た
。
ま
た
、
か
な
り
の
起
伏
に
住
宅
、

マ
ン
シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト
が

建
つ
新
興
住
宅
街
で
旧
街
道

の
雰
囲
気
は
あ
ま
り
感
じ
ら

れ
な
い
。

　

庚
申
塔
と
大
山
道
標
を
み

て
、
ね
も
じ
り
坂
を
歩
く
と

下
作
延
２
丁
目
当
た
り
、

　

笹
の
原
子
育
て
地
蔵
、
梶
ヶ
谷
の
交
差
点
の
横
断
歩
道

を
渡
り
、
宮
崎
大
塚
に
寄
り
、
馬
絹
○
○
碑
を
見
る
。

　

庚
申
坂
、
八
幡
坂
を
上
り
、
小
台
稲
荷
神
社
を
過
ぎ
て
、

宮
前
平
駅
で
ト
イ
レ
休
憩
す
る
。
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ガ
ー
ド
を
潜
り
、
小
台
坂
を
上
り
、
小
台
公
園
に
入
り

昼
食
タ
イ
ム
、
全
員
写
真
を
撮
り
出
発
す
る
。

　

道
標
の
あ
る
馬
頭
観
音
を
見
て
、
う
と
う
坂
を
上
り
、

大
木
が
綺
麗
に
剪
定
さ
れ
て
い
る
立
場
跡
の
皆
川
園
を
過

ぎ
る
。
老
馬
鍛
冶
山
不
動
堂
に
登
り
、
急
階
段
を
下
り
て

霊
泉
の
滝
を
見
る
。

　

民
家
に
あ
る
中
宿
常
夜
灯
を
み
て
、
立
ち
入
り
禁
止
の

荏
田
城
跡
を
眺
め
て
、
東
名
高
速
の
下
を
潜
り
江
田
駅
に

到
着
す
る
。
次
回
は
こ
の
江
田
駅
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
な

る
。　
　

 

「17590

歩
」
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街
道
に
戻
る
途
中
、
市
ヶ
尾
竹
下
地
蔵
堂
を
見
て
、
庚

申
塔
、
地
蔵
尊
を
確
認
す
る
。

　

猿
田
坂
を
下
り
、
旅
籠
綿
屋
が
あ
っ
た
と
い
う
。
川
間

人
道
橋
を
渡
る
と
大お
お
な
の
つ
じ

難
の
辻
で
道
路
が
分
か
れ
る
。

第
四
回
大
山
街
道
ウ
ォ
ー
ク

　

平
成
28
年
３
月
16
日（
水
）江
田
駅
、十
時
三
十
分
集
合
、

十
一
人
が
集
ま
る
。

　

田
園
都
市
線
の
ガ
ー
ド
を
潜
り
、
線
路
と
並
行
の
道
を

暫
く
長
津
田
方
向
に
歩
く
、
山
間
に
作
っ
た
新
興
住
宅
街

は
坂
が
多
い
。

　

市
ヶ
尾
横
穴
古
墳
群
に
街
道
を
外
れ
て
行
く
。
一
帯
は

市
ヶ
尾
遺
跡
公
園
と
な
り
保
存
さ
れ
て
は
い
る
が
標
識
が

見
難
く
な
っ
て
い
る
。
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田
中
屋
、
一
里
榎
を
見
て
、
細
か
い
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を

歩
き
、
医
薬
神
社
に
到
着
、
お
詣
り
し
て
先
に
進
む
。

　

ヤ
マ
ダ
電
機
を
左
折
し
て
、246

号
線
の
高
架
橋
を
渡

り
坂
を
下
り
る
。

　

嵐
が
丘
公
園
で
昼
食
を
と
る
。
記
念
写
真
を
撮
り
、
歩

き
を
再
開
す
る
。

　

大
山
街
道
の
赤
い
シ
ー
ル
を
張
っ
て
あ
る
お
宅
が
散
見

す
る
住
宅
街
を
歩
く
。
元
寿
光
院
の
墓
地
に
あ
っ
た
宝
篋

印
塔
を
見
て
、
降
り
る
と
、
こ
ど
も
の
国
へ
行
く
道
に
当

た
る
。
こ
の
道
を
横
断
し
て
、246

号
線
の
歩
道
を
行
き
、

恩
田
川
を
渡
り
、
緑
区
に
入
る
。

　

横
浜
線
ガ
ー
ド
下
か
ら
長
津
田
方
向
に
歩
を
進
め
る
。

三
体
の
地
蔵
さ
ん
が
収
め
ら
れ
て
い
る
片
町
地
蔵
堂
の
道

し
る
べ
碑
を
確
認
す
る
。

　

長
津
田
宿
常
夜
灯
二
基
が

ま
と
め
ら
れ
て
、
長
津
田
十

景
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

大
林
寺
の
晩
鐘
を
見
て
、

マ
ン
シ
ョ
ン
横
の
小
さ
な
お

七
稲
荷
を
お
詣
り
し
て
、
大

き
な
大
林
寺
を
眺
め
な
が
ら

長
津
田
駅
に
向
か
う
。

  「17590

歩
」
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第
五
回
大
山
街
道
ウ
ォ
ー
ク

　

平
成
28
年
４
月
20
日
（
水
）
長
津
田
駅
、
十
時
三
十
分

集
合
、
十
分
前
に
13
人
が
集
ま
る
。

　

今
は
裏
口
と
な
っ
た
長
津
田
駅
か
ら
歩
き
始
め
、
街
道

筋
か
ら
右
に
急
坂
を
登
り
大
石
神
社
の
境
内
に
入
る
。

　

在
原
業
平
の
化
身
を
祀
っ
た
と
い
う
。

　

祭
神
の
大
石
は
見
ら
れ
な
い
が
お
詣
り
し
て
急
階
段
を

下
り
て
街
道
に
戻
り
、
大
山
街
道
の
未
舗
装
の
旧
道
が
残

さ
れ
て
い
る
。

　

暫
く
歩
き
舗
装
道
路
に
出
る
と
八
重
桜
が
丁
度
満
開
に

な
っ
て
い
る
。

　

環
境
霊
園
、
横
浜
み
ど
り
の
里
を
過
ぎ
て
、246

号
線

に
合
流
し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
（
つ
く
し
の

コ
ー
ス
）
の
遊
具
を
所
々
に
見
な
が
ら
歩
く
。

　

宇
佐
美
ス
タ
ン
ド
側
か
ら246

号
線
の
向
う
側
に
街
道

は
続
く
、
複
雑
に
歩
道
橋
を
渡
り
、
馬
の
背
に
出
る
。

　

尾
根
伝
い
に
街
道
が
続
き
、
見
晴
ら
し
が
よ
く
、
こ
の

日
は
見
え
な
か
っ
た
大
山
や
町
田
市
街
の
眺
望
が
す
ば
ら

し
い
。

　

こ
こ
か
ら
降
り
る
と
す
ぐ
す
ず
か
け
台
駅
に
着
く
。
本

日
は
こ
の
広
場
で
昼
食
を
と
る
。

　

東
工
大
の
す
ず
か
け
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
看
板
が
道
路
越

し
に
見
え
る
。
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246

号
線
沿
い
に
歩
き
お
馬
の
親
子
像
を
み
て
、
横

浜
市
緑
区
か
ら
町
田
市
の
境
界
線
を
越
え
て
歩
き
を
進
め

る
。

　

大
ヶ
谷
道
祖
神
、
圓
成
寺
、
五
貫
目
道
祖
神
、
を
見
て

歩
く
と
町
田
街
道
、
16
号
線
を
渡
り
、
境
川
に
さ
し
か
か

る
。

　

大
山
阿
夫
利
神
社
御
分
霊
社
、
新
田
義
貞
像
と
鎌
倉
街

道
の
説
明
書
前
で
時
間
取
ら
れ
て
、
次
回
の
企
画
（
鎌
倉

街
道
歩
き
）
を
ひ
っ
か
け
る
。

　

大
和
下
鶴
間
ふ
る
さ
と
館
で
小
休
止
、
写
真
撮
影
を
し

て
、
急
階
段
を
上
り
、
鶴
林
寺
を
見
て
回
り
、
車
が
多
い

街
道
を
歩
き
、
鶴
間
駅
で
解
散
。

「15571

歩
」
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第
六
回
大
山
街
道
ウ
ォ
ー
ク

　
平
成
28
年
５
月
18
日
（
水
）
小
田
急
線
、
鶴
間
駅
に

着
く
。
午
前
十
時
三
十
分
集
合
、
山
岸
さ
ん
が
最
後
に

改
札
を
出
て
く
る
。
杉
田
さ
ん
は
出
席
し
な
か
っ
た
の

で
総
勢
十
二
人
で
街
道
歩
き
が
始
ま
る
。

　

艦
載
機
の
ジ
ェ
ッ
ト
音
が
耳
を
つ
ん
裂
く
、
大
和
飛

行
場
か
ら
の
騒
音
ら
し
い
。
こ
ん
な
大
き
い
音
と
は
吃

驚
で
し
た
。

　

大
山
街
道
の
碑
が
少
し
あ
る
だ
け
で
街
道
雰
囲
気
は

伝
わ
ら
な
い
。
街
道
は
粗
直
線
で
連
な
っ
て
い
る
。

　

246

号
線
は
横
断
歩
道
の
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
遠
回

り
し
て
渡
る
不
便
さ
も
、
歩
き
運
動
と
納
得
す
る
。
相

鉄
線
の
踏
切
を
越
え
て
寺
尾
公
園
で
昼
食
を
と
る
。

　

中
島
さ
ん
が
冷
凍
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
配
る
季
節
に

な
っ
た
。
昼
食
後
の
デ
ザ
ー
ト
は
涼
味
満
点
で
何
時
し

か
期
待
す
る
。

　

暫
く
歩
く
と
高
台
な
の
か
正
面
に
大
山
が
目
に
入

る
。
目
九
尻
川
を
渡
る
と
日
本
で
最
も
古
い
運
河
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
史
跡
逆
川
碑
に
到
着
す
る
。
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史
跡
逆
川
の
碑
を
囲
ん
で
記
念
写
真
を
撮
る
。

　

国
分
宿
を
想
い
史
跡
相
模
国
分
寺
跡
の
芝
生
の
広
さ

を
体
感
し
て
、
も
う
少
し
詳
し
い
説
明
が
と
資
料
館
を

見
る
が
、リ
ー
ダ
ー
が
入
っ
て
も
資
料
は
な
い
と
言
う
。

　

海
老
名
市
郷
土
資
料
館
の
温
故
館
の
外
観
を
眺
め

て
、
通
り
過
ぎ
る
。

　

大
き
な
お
寺
国
分
寺
の
境
内
に
入
り
お
詣
り
す
る
。

　

七
重
塔
の
三
分
の
一
復
元
模
型
を
見
て
、
様
変
わ
り

著
し
い
海
老
名
駅
で
解
散
す
る
。

「16545

歩
」
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第
七
回
大
山
街
道
ウ
ォ
ー
ク

　

平
成
28
年
７
月
20
日
（
金
）、
相
模
線
で
海
老
名
駅

に
降
り
て
小
田
急
側
に
廻
る
。
中
島
さ
ん
が
今
日
ま
で

外
に
出
ず
寝
て
い
た
の
で
、
初
め
て
歩
く
と
不
安
そ
う

に
現
れ
る
。
本
日
は
中
田
さ
ん
を
最
後
に
迎
え
て
、
10

名
が
定
刻
に
歩
き
始
め
る
。
す
ぐ
、
江
戸
花
巡
り
で
ご

一
緒
し
て
い
る
佐
賀
清
子
さ
ん
と
鉢
合
わ
せ
、
珍
し
い

こ
と
も
あ
る
も
の
で
す
。

　

相
模
線
の
線
路
を
渡
り
、総
持
院
の
蓮
の
花
を
見
る
。

有
鹿
神
社
で
境
内
を
散
策
見
学
し
て
お
参
り
す
る
。

　

第
七
回
大
山
街
道
ウ
ォ
ー
ク

（途
中
中
止

）

　

平
成
28
年
６
月
15
日
（
水
）　

小
雨
の
中
、
八
王
子
発
の

相
模
線
に
乗
る
。JR

海
老
名
駅
に
９
時
15
分
、
既
に
中
島

さ
ん
は
来
て
い
た
。
野
田
さ
ん
と
宇
山
さ
ん
は
欠
席
と
。
本

日
は
伊
勢
原
ま
で
と
歩
き
始
め
る
。

　

相
模
線
の
踏
切
を
渡
る
こ
の
辺
り
か
ら
雨
脚
が
早
く
な

る
。
こ
の
先
雨
が
ひ
ど
く
な
る
の
で
中
止
と
リ
ー
ダ
ー
の

判
断
、
厚
木
に
向
か
い
来
月
に
順
延
と
成
る
。　「6404 

歩
」
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平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
活
躍
し
、
地
名
に
も
関

係
が
あ
る
海
老
名
氏
霊
堂
を
見
る
。
厚
木
の
渡
船
場
を

見
に
七
曲
か
ら
向
か
う
が
工
事
中
で
こ
ち
ら
側
か
ら
の

渡
船
場
跡
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

海
老
名
市
歴
史
資
料
収
蔵
館
横
で
小
休
止
し
て
、
三

眼
六
足
稲
荷
大
権
現
に
寄
る
も
三
眼
六
足
の
意
味
が
わ

か
ら
な
か
っ
た
。

　

あ
ゆ
み
は
し
を
渡
り
相
模
川
を
越
え
る
。

　

そ
し
て
、
厚
木
村
渡
船
場
跡
、
渡
辺
華
山
来
遊
記
念

碑
の
前
で
記
念
写
真
を
撮
り
、
厚
木
神
社
に
入
る
。
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そ
こ
で
神
社
の
人
か
ら
大
和
に
近
い
の
に
厚
木
飛
行

場
と
い
う
理
由
を
聞
か
さ
れ
る
。

最
勝
寺
を
見
て
、
熊
野
神
社
の
境
内
で
昼
食
を
す
る
。

　

岡
田
一
本
杉
と
い
う
バ
ス
停
を
過
ぎ
る
周
り
に
ソ

ニ
ー
の
工
場
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

矢
倉
沢
往
還
の
標
識
を
見
る
。
長
徳
寺
を
見
て
、
法

徳
寺
の
境
内
に
入
り
、
た
ま
が
わ
の
新
宿
橋
を
渡
り
、

円
光
寺
の
愛
甲
三
郎
の
墓
を
見
て
、
愛
甲
石
田
駅
に
向

か
う
。　
　
　
　

「21118 

歩
」
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第
八
回
大
山
街
道
ウ
ォ
ー
ク

　

平
成
28
年
９
月
21
日
（
水
）
愛
甲
石
田
駅
南
口
を
出

発
。
線
路
に
沿
っ
て
進
み
、
約100

ｍ
で
踏
切
を
渡

り
国
道246
号
線
に
出
て
右
側
に
渡
り
左
折
す
る
。　

　

300

ｍ
程
先
の
道
了
尊
入
口
信
号
の
先
右
側
に
浄

心
寺
が
あ
る
。

　

古
墳
の
西
側
の
裾
を
北
に
行
く
と
崖
に
出
、
階

段
を
降
り
、
線
路
沿
い
に
行
き
、
小
田
急
線
の

ガ
ー
ド
を
く
ぐ
る
。
く
ぐ
っ
て
道
を
渡
っ
た
交
差
点
の

角
に
道
標
を
兼
ね
た
道
祖
神
ら
し
き
石
柱
が
あ
る
。

　

街
道
は
ガ
ー
ド
か
ら
左
の
道
で
緩
や
か
に
右
カ
ー
ブ

す
る
。
ガ
ー
ド
か
ら400

ｍ
程
で
左
に
成
瀬
小
学
校

の
東
角
のT

字
路
に
着
く
。T

字
路
の
手
前
右
に
道
祖

神
ら
し
き
石
造
物
が
あ
る
。

　

街
道
は
小
学
校
に
沿
っ
て
左
に
カ
ー
ブ
し
、
歌
川
橋

で
歌
川
を
渡
り
、
県
道
22
号
線
（
成
瀬
小
学
校
入
口
交

差
点
）
を
右
側
の
歩
道
橋
で
渡
り
直
進
す
る
。
交
差
点

か
ら
上
り
と
な
り
70
ｍ
程
の
角
に
道
祖
神
が
あ
る
は
ず

が
、
工
事
中
で
傍
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
。

　

坂
を
上
る
とT

字
路
と
な
り
、
下
粕
屋
の
表
示
が

あ
り
、
こ
こ
か
ら
糟
屋
宿
と
な
る
。
街
道
は
こ
こ
を
右

折
す
る
。　
　

　

大
慈
寺
を
出
て
、
案
内
板
に
従
っ
て
渋
田
川
を
遡
る
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路
に
出
、
左
角
に
「
台
の
道
標
」
が
あ
り
、
こ
こ
を
右

折
し
用
水
沿
い
に
進
む
。　

用
水
に
沿
っ
て100

ｍ

程
進
ん
だ
十
字
路
の
左
角
に
「
庚
申
塔
（
道
標
）」
が

あ
る
。

　

こ
の
庚
申
塔
は
、
伊
勢
原
市
三
ノ
宮
竹
ノ
内591

番
地
の
田
中
家
の
敷
地
に
あ
り
ま
し
た
が
、
道
路
造
成

用
地
と
な
っ
た
た
め
、
田
中
家
所
有
の
こ
の
土
地
に
移

設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　　

用
水
に
沿
っ
て
進
み
、

突
き
当
り
を
左
折
す
る
と

県
道119

号
線
に
出
る
。

右
折
す
る
と
石
倉
橋
バ
ス

停
が
あ
り
ま
す
。

「
文
・
写
真　

中
島
征
雄
」

（
こ
の
コ
ー
ス
前
北
は
欠
席
）

　

丸
山
城
址
公
園
を
出
てR246

の
下
糟
屋
交
差
点
を

右
折
。
60
ｍ
程
先
のT

字
路
は
左
折
す
る
。
東
海
大

病
院
を
右
に
見
て
進
ん
で
行
く
と
渋
田
川
に
着
く
。
川

の
手
前
を
右
（
上
流
）
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
咳
止
（
せ

き
ど
め
）
地
蔵
尊
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

上
粕
屋
神
社
鳥
居
の
先
の
道
の
斜
め
右
前
の
道
を
進

み
、
次
の
道
を
右
折
。80m

程
で
用
水
が
あ
る
十
字

と
左
手
に
道
灌
の
墓
が
あ
る
。

　

丸
山
城
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け

て
こ
の
辺
り
を
支
配
し
て
い
た
糟
屋
藤
太
有
季
の
館
跡

と
い
わ
れ
て
い
た
。
室
町
時
代
後
期
に
は
、
太
田
道
灌

が
活
躍
し
、
道
灌
の
主
君
の
扇
谷
上
杉
定
正
に
関
連
す

る
城
（
館
）
の
可
能
性
が
出
て
き
た
。
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第
九
回
大
山
街
道
ウ
ォ
ー
ク

　

平
成
28
年
10
月
19
日
（
水
）
前
回
欠
席
し
て
い
る
の

で
待
ち
合
わ
せ
場
所
、
時
間
が
古
い
案
内
で
不
安
で
し

た
が
早
め
に
着
い
て
伊
勢
原
駅
の
ド
ト
ー
ル
で
待
つ
。

　

四
番
バ
ス
停
か
ら
12
名
が
産
業
能
率
大
学
行
き
に
乗

り
石
倉
橋
で
降
り
て
歩
き
始
め
る
。
車
の
通
り
は
多
く

歩
道
は
な
い
一
列
に
車
道
横
を
歩
く
。

上
粕
屋
比
々
多
神
社
に
寄
る
。

　

拝
殿
に
あ
る
板
絵
著
色
歌
川
國
経
筆
美
人
絵
馬
を
み

て
、
旧
道
這
子
坂
を
登
る
。
暫
く
登
る
と
諏
訪
神
社
に

到
着
す
る
。
こ
こ
で
我
々
は
小
休
止
す
る
。

ま
た
長
い
坂
を
登
り
、
大
鳥
居
を
潜
る
。

　

暫
く
登
る
が
街
道
を
外
れ
て
姉
妹
都
市
茅
野
市
か
ら
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提
供
さ
れ
た
御
柱
を
見
る
。
そ
の
う
ち
一
本
は
横
倒

し
に
な
っ
て
い
た
。

　

十
月
桜
が
満
開
で
し
た
。

　

大
山
郵
便
局
を
過
ぎ
て
ま
た
坂
を
登
る
。
新
玉
橋
を

渡
り
、
さ
ら
に
加
寿
美
橋
を
過
ぎ
て
、
愛
宕
滝
と
東
屋

で
昼
食
に
な
る
。

　

こ
こ
で
記
念
写
真
を
撮
り
、
愛
宕
橋
を
渡
り
だ
ら
だ

ら
坂
を
登
る
。
開
山
堂
の
後
に
良
弁
滝
を
見
る
。
豆
腐

坂
を
登
り
、
茶
湯
寺
の
釈
迦
涅
槃
像
を
本
殿
奥
に
確
認

し
て
お
参
り
す
る
。
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ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
群
が
る
の
を
み
て
街
道
に
戻
る
。

　

コ
マ
参
道
の
階
段
を
上
り
、
途
中
、
今
回
の
懇
親
会

会
場
を
横
目
で
見
て
、
大
山
ケ
ー
ブ
ル
駅
を
目
指
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
に
乗
る
前
に
八
や
つ
こ
こ
ろ
お
も
い
か
ね

意
思
兼
神
社
の
階
段
を

登
る
。
男
坂
と
女
坂
の
分
岐
点
で
追
分
社
と
も
呼
ば
れ

る
神
社
に
お
参
り
す
る
。
こ
こ
か
ら
大
山
神
社
ま
で
の

道
は
あ
る
が
、
ケ
ー
ブ
ル
駅
に
戻
る
。

　

多
少
の
待
合
時
間
で
、小
休
止
。
ケ
ー
ブ
ル
に
乗
り
、

大
山
寺
駅
で
途
中
下
車
す
る
。

　

関
東
三
大
不
動
の
一
つ
「
大
山
寺
」
に
向
か
う
。

　

大
山
不
動
さ
ん
と
呼
ば
れ
た
大
山
寺
は
山
号
を

雨あ
ぶ
り
さ
ん

降
山
と
い
う
。
本
尊
の
不
動
明
王
、
矜こ

ん
か
ら

迦
羅
童
子
、

制せ
い
た
か

吁
迦
童
子
は
珍
し
い
鉄
像
で
鎌
倉
時
代
の
作
と
言
わ

れ
て
い
る
。
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大
山
寺
を
お
参
り
し
て
再
び
ケ
ー
ブ
ル
大
山
寺
駅
に

戻
る
と
今
度
の
登
り
ケ
ー
ブ
ル
は
反
対
側
の
ホ
ー
ム
に

な
り
、
大
き
く
オ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
渡
る
。

　　

ケ
ー
ブ
ル
の
阿
夫
利
神
社
駅
を
降
り
て
、
街
道
歩
き

最
後
の
階
段
を
登
り
阿
夫
利
神
社
下
社
の
本
殿
に
お
詣

り
す
る
。
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お
参
り
と
最
終
歩
き
を
噛
み
し
め
て
の
休
憩
後
、
階

段
を
降
り
て
、
懇
親
会
会
場
に
入
る
。

　

三
浦
繁
雄
さ
ん
が
所
要
に
よ
り
、
こ
こ
で
お
帰
り
に

な
る
。

　

九
回
に
分
け
て
の
大
山
街
道
歩
き
が
完
了
し
た
。

　　

豆
腐
料
理
で
懇
親
会
、
企
画
責
任
の
竹
島
さ
ん
も
参

加
さ
れ
て
無
事
お
開
き
、
中
島
さ
ん
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
「14993 

歩
」

　

最
終
回
（
第
九
回
）　

石
倉
橋
バ
ス
停
～
大
山
阿
夫

利
神
社
下
社
（
途
中
ケ
ー
ブ
ル
利
用
）

第
九
回
参
加
者

　

折
本
文
夫
、
杉
田 

勝
行
、
宇
山
治
男
、
中
田
信
義
、

　

古
家　

計
、
野
田　

宏
、
八
木
閲
三
、
相
原
教
男
、

　

三
浦
繁
雄
、
伊
藤
泰
弘
、
前
北
勝
司
、
中
島
征
雄

　

合
計　

12
名

　

平
成
27
年
10
月
21
日
（
水
）
に
赤
坂
御
門
か
ら
出
発

し
て
９
回
に
分
け
て
歩
き
、平
成
28
年
10
月
19
日（
水
）、

大
山
阿
夫
利
神
社
下
社
に
無
事
到
着
し
ま
し
た
。
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大
山
街
道
ウ
オ
ー
ク
の

総
距
離
は
、
九
十
五
・
一
粁
で
す
。

第
一
回　
平
成
27
年
10
月
21
日
（
水
）　

十
三
・
九
粁
（
十
三
名
）　

永
田
町
駅
～
三
軒
茶
屋
駅

第
二
回　
平
成
28
年
１
月
20
日
（
水
）　

十
四
・
一
粁
（
十
二
名
）　

三
軒
茶
屋
駅
～
溝
の
口
駅

第
三
回　
平
成
28
年
２
月
17
日
（
水
）　

八
・
九
粁
（
十
三
名
）　

溝
の
口
駅
～
江
田
駅

第
四
回　
平
成
28
年
３
月
16
日
（
水
）　

九
・
六
粁
（
十
一
名
）　

江
田
駅
～
長
津
田
駅

第
五
回　
平
成
28
年
４
月
20
日
（
水
）　

八
・
八
粁
（
十
三
名
）　

長
津
田
駅
～
鶴
間
駅

第
六
回　
平
成
28
年
５
月
18
日
（
水
）　

九
・
八
粁
（
十
二
名
）　

鶴
間
駅
～
海
老
名
駅

第
七
回　

平
成
28
年
７
月
20
日
（
金
）　

十
二
・
四
粁
（
十
名
）　

海
老
名
駅
～
石
倉
橋
バ
ス
停

第
八
回　

平
成
28
年
９
月
21
日
（
水
）　

九
・
六
粁
（
十
名
）　

愛
甲
石
田
駅
～
石
倉
橋
バ
ス
停

第
九
回　

平
成
28
年
10
月
19
日
（
水
）　

八
・
〇
粁
（
十
二
名
）
石
倉
橋
バ
ス
停
～
阿
夫
利
神
社
下

　

旅
人
（
十
五
名
、
五
十
音
順
）　

相
原
教
男

浅
見
憲
一

伊
藤
泰
弘

宇
山
治
男

折
本
文
夫

杉
田
勝
行

竹
島
久
雄

中
島
征
雄

中
田
信
義

野
田　

宏

古
家　

計

前
北
勝
司

三
浦
繁
雄

八
木
閲
三

山
岸
雅
明
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寿
会
多
摩
支
部
ハ
イ
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

企
画
、
資
料
校
正　

竹
島
久
雄

調
査
、
案
内
、
資
料
作
成　

中
島
征
雄

写
真
、
編
集　

前
北
勝
司

平
成
三
十
年
（2018
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道
、
東
海
道
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と
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な
り
、
編
集
意
欲
の
欠
如
で
す
。

　

取
り
敢
え
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